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  ② 完全失業者・完全失業率 

道内の完全失業者・失業率は、季節的な変動を繰り返しながらも近年は減少傾向で推移

してきたが、令和２年第２四半期（R2.4-6 月期）の完全失業者・失業率は、9万人・3.3％

で、それぞれ前年同期比１万人増・0.3 ポイント増となっており、特に失業率は３期続け

て上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）企業意識（定性的分析） 

２～５月における売上の前年同期比減少率の平均は、全体でマイナス 26.8％。 

業種別では、サービス業（飲食・宿泊・旅行）がマイナス 71.3％と最も減少率が大きい。 

減少の具体的要因では「営業時間短縮や休業」の 31.0％が最も多く、次いで「イベント

等の中止・縮小」が 27.4％となっている。 

 

  

完全失業者・完全失業率の推移

（総務省「労働力調査」）

9万人

3.3％
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失業者 失業率

（失業率:万人） （失業率:％）

全体

サービス業

サービス業

卸売･小売業

運輸業

製造業

建設業

▲26.8％

▲71.3％

▲28.7％

▲24.4％

▲20.0％

▲7.6％

出典：企業経営者意識調査

イベント等の
中止・縮小

営業時間短縮や休業

旅行客や行楽客の減少

感染防止のための
施設・備品等に係る

経費の増加

外出自粛による地元
買い物客の減少

27.4％

26.6％

18.4％

31.0％

24.0％

19.0％

納入先の事業縮小に
よる販売機会の喪失

令和２年２ʷ５月における売上の前年同期比 減少率 売上・利益等が減少した場合の具体的要因

（飲食・宿泊・旅行業）

（その他）
▲25.2％


